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第７章 具体的な取組みとスケジュール  
１ 具体的な取組みとスケジュール 

 
防災まちづくりの将来像を実現するため、第５章で挙げた課題を踏まえたうえで、取組⽅

針に基づき、優先度の⾼い具体的な取組み及びスケジュールを以下に⽰します。 
なお、取組みについては、居住誘導区域を中⼼とした市全域を対象とします。 

 
■取組方針１ 災害に強いまちの実現に向けた都市基盤の整備推進 

災
害
種
類 

取組項⽬ 取組内容 
実施 
主体 

実施期間 関連 
課題 

※第５
章より 

短期
５年 

中期
10 年 

⻑期
20 年 

全
般 

インフラ機能
の維持管理 

災害時、下⽔道施設が適切に機能する
よう、修繕・維持管理を⾏います。 

市 
 

  E 

避難経路確保
と災害活動円
滑化のための
道路整備 

消⽕活動や救助活動等の災害活動を円
滑化し、避難経路を確保する観点か
ら、緊急輸送道路をはじめとした道路
等の整備・維持管理を進めます。 
狭隘道路の改修や既存橋梁の耐震化等
を推進します。 

市    F 

北⼤通りの⼀部を都市型側溝に改修し
ます。 

市    E 

道路冠⽔状況を事前に把握するため、
浸⽔センサーを設置します。 

市    E 

都市計画道路前⾕⾺場線整備事業によ
り、整備を推進します。 

市    E 

新曽第⼀・新曽第⼆⼟地区画整理事業
の整備に合わせて区画街路をはじめと
した道路等の整備を推進します。 

市    E 

都市基盤の整備に合わせて、緊急輸送
道路をはじめとした道路等の整備を推
進します。 

市    E,F 

⽔
災
害 

河川整備の推
進と維持管理 

既存の治⽔施設の維持管理を徹底し、
施設本来の性能を⼗分に発揮できるよ
う環境を整えます。 

市    A,C,D 

荒川、笹⽬川、菖蒲川等市内を流れる
⼀級河川の整備促進や施設の強化につ
いて、国や埼⽟県に要望します。 

市    A,C,D 
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災
害
種
類 

取組項⽬ 取組内容 
実施 
主体 

実施期間 関連 
課題 

※第５
章より 

短期
５年 

中期
10 年 

⻑期
20 年 

⽔
災
害 

河川整備の推
進と維持管理 

さくら川、上⼾⽥川について、河川改
修による治⽔機能の強化を図ります。 

市    A,C,D 

各河川の状況が確認できるよう、河川
監視カメラにより、河川の監視体制を
維持します。 

市 
 

  A,C,D 

河川氾濫防⽌のための⽔防体制構築に
向けて、⽔防計画策定や⽔防訓練を実
施します。 

市    A,C,D 

⾬⽔貯留浸透
施設等の整備
による浸⽔対
策の強化 

浸⽔被害の多い地区では、⾬⽔貯留浸
透施設の設置等の対策を図ります。 

市    E 

都市基盤の整備に合わせて、⾬⽔貯留
浸透施設の設置等の対策を図ります。 

市    E 

⾬⽔等を適切に処理・排⽔する設備の
整備を図ります。 

市    Ｅ 

北⼤通りの浸⽔被害を低減するため、
地下に⾬⽔貯留管を設置します。 

市    E 

新曽第⼀・新曽第⼆⼟地区画整理事業
の整備に合わせて区域内の⾬⽔排⽔施
設の整備を図ります。 

市    Ｅ 

地
震
災
害 

 

延焼拡⼤抑⽌
のための基盤
整備 

密集市街地等における狭隘道路の拡幅
や公園の整備による避難路の確保等を
進めることで、防災性を⾼めるまちづ
くりを推進します。 

市   

 

F 

都市基盤の整備に合わせて、延焼遮断
帯となる都市計画道路、公園、河川等
の整備を⾏います。 

市    F 

消⽕栓の維持管理を⾏います。 市    F 

液状化対策 液状化対策のためマンホール浮揚防⽌
⼯事を⾏います。 

市    Ｇ 
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■取組方針２ 防災活動拠点の確保に向けた公共施設の整備と住宅の耐震化促進 

災
害
種
類 

取組項⽬ 取組内容 
実施 
主体 

実施期間 関連 
課題 

※第５
章より 

短期
５年 

中期
10 年 

⻑期
20 年 

全
般 

避難環境の整
備 

防災拠点となる本庁舎等については、
初動対応時の機能強化を図ります。 

市    Ｈ 

防災拠点となる避難所施設等につい
て、災害時に機能を発揮できるよう計
画的な保全を⾏います。 

市    B 

⽔
災
害 

浸⽔被害に対
応した避難場
所と避難経路
の確保 

公共施設、⼤型商業施設等、洪⽔時に
緊急避難できる場所の確保に努めま
す。 

市    A,C,D 

地
震
災
害 

住宅の耐震化
と安全対策 

住宅の耐震診断・改修補助⾦の⽀援補
助を⾏います。 

市 
市⺠ 

   G 

倒壊危険性のあるブロック塀等の撤去
と安全な塀等の築造について、⽀援補
助を⾏います。 

市    G 

 

■取組方針３ 命を守るための地域防災力の向上 

災
害
種
類 

取組項⽬ 取組内容 
実施 
主体 

実施期間 関連 
課題 

※第５
章より 

短期
５年 

中期
10 年 

⻑期
20 年 

全
般 

防災に係る情
報発信と意識
啓発 

初動対応時の情報発信体制の強化と周
知内容の⾒える化を進めます。 

市 
 

  H 

避難場所について、市⺠に対して周
知・啓発を強化し、防災意識の向上を
図ります。 

市    H 

訓練や情報共
有等を通じた
地域防災⼒の
向上  

積極的な広報を通じて、防災訓練への
参加を促します。 

市 
市⺠ 

事業者 
   H 

⾃主防災組織の育成を進め、市⺠⼀⼈
ひとりが災害に対する考え⽅や知識を
持ち、有事の際にはお互いに助け合う
ことのできる地域づくりを進める⽀援
を⾏います。 

市 
市⺠ 

   H 
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２ 目標値 

本指針における⽬標値は、以下のように設定します。 
⽬標値については、⽴地適正化計画の進⾏管理に合わせて、概ね５年ごとに評価を⾏うと

ともに、必要に応じて取組等の⾒直しを⾏います。 
 

番号 内容 現況 
⽬標値 

(令和 10 年度) 

1 北⼤通りの⾬⽔貯留管の整備 
8.7％ 

（令和４年度） 
100％  

2 ⾬⽔排⽔施設の整備 
72.3％ 

（令和４年度） 
74.0%※12 

3 都市計画道路の整備 
79.4％※13 

（令和４年度） 
81.3％ 

４ 浸⽔被害箇所数 
95 箇所/年 

（令和 3 年度） 
47 箇所/年※14 

5 
市⺠意識調査における防災対策への満⾜度 
(『満⾜』+『まあ満⾜』の割合) 

29.1% 
（令和 3 年度） 

33.7％※15 

6 
市⺠意識調査における災害からの安全性 
(『⾮常に良い』+『やや良い』の割合) 

16.5% 
（令和 3 年度） 

18.5％※15 

 
 
 

 
※12 ⼾⽥市下⽔道ビジョン（中・⻑期事業計画） 
※13 埼⽟県ＨＰ掲載の都市計画道路総括表（令和５年３⽉ 31 ⽇時点） 
※14 ⼾⽥市第５次総合振興計画 
※15 過去３回分の市⺠意識調査（第 11 回から第 13 回）の平均増加数から算出 
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